	セレガード・ＤＳ
標準施工要領書


 eq \o\ad(昭和電工建材株式会社,　　　　　　　　　　　　)
セレガード･ＤＳ防水工法

１．適用部位

     地下内外壁・地下ピット・エレベーターピット・受水槽・防火水槽・中水槽・雨水槽

     農業集落排水施設施工指針汚水処理施設編（案）による防水工指定箇所等

     ※腐食性ガス等が発生する槽での使用は避ける。  

２．使用材料

	製  品  名
	性 状
	荷 姿

	セレガード･ＤＳ（粉末強化剤入り）
	粉   体
	２５kg／袋


３．下地調整材 

	製 品 名
	用  途
	性  状
	荷  姿

	ショウテック eq \o(\s\up  5(®),\s\do  3(　))早強
	高強度急結モルタル
	無機質灰色微粉末
	２５ｋｇ／袋


４．調合

  （１）施工方法別標準配合量

	セレガード･ＤＳ
	２５kg（１袋）

	水
	鏝塗りの場合……………６.５～７.５ (
刷毛・吹付けの場合……７.５～８.５ (


    ※水の入れすぎは当初の防水性能が発揮されない原因となるので、標準配合内で使用すること。

  （２）調合手順

      ①使用する器工具

        攪拌用ポリ容器(40㍑程度)

        計量容器（２㍑程度､目盛つき）

        モルタル用ハンドミキサー

      ②攪拌用ポリ容器の中に計量済みの水を入れ、セレガード･ＤＳを徐々に投入しながらモルタ

        ル用ハンドミキサーで約３分攪拌し、固まりができないよう十分に混練する。

  （３）可使時間（オープンタイム）

      ①可使時間は約１時間。

      ②施工途中で表面が固くなった場合は、水を加えずに再攪拌する。

５．下地処理　　　
   （１）下地の点検

    施工に先立ちコンクリート表面の状態が正常であるか、下記項目に従い目視、ハンマーによるたたき、
散水などで下地の状態を点検し、支障のある箇所を発見した場合は工事担当者と協議の上、速やかに
適正な処置を行う。        
    目視による点検
    下地の亀裂・ジャンカ・目違い、不陸・塵・油脂分付着・突起物・貫通パイプ・ピンホール・白華点検する。

コンクリート表面のスケール、ベニヤ板片等は、ワイヤーブラシ、サンダー掛け等により除去する。

表面の浮き水、床の溜り水がある場合は必ず拭き取る。

    ハンマーによるたたき点検
    ハンマーを使用し、下地表面の浮き・レイタンス・硬化不良などを点検する。   

 散水による点検
    型枠に付着している離型剤の疎水性・発水性の有無を点検する。

  （２）下地処理方法（例）

      ①ひび割れ・打継・コールドジョイント

	はつり
	→
	清掃・水洗
	→
	セレシット塗布
	→
	ショウテック早強

充填
	→
	セレガードで補強塗


      ②欠損部

	はつり
	→
	清掃・水洗
	→
	水拭き取り
	→　　　　
	セレガード塗布
	→
	ショウテック

早強 充填
	→
	セレガードで補強塗


         

       ③豆板（ジャンカ）

	はつり
	→
	清掃・水洗
	→
	セレガード塗布
	→
	ショウテック早強

充填
	→
	セレガードで補強塗


       ⑦ピンホール 

	清掃・水洗
	→
	セレガード鏝しごき塗


       ⑧白華（エフロレッセンス）およびレイタンス

	はつり・サンダー掛け
	→
	水洗・清掃


       ⑨目ちがい

	サンダー掛け又は増し塗り補修


６．施工

  （１）セレガード･ＤＳの塗布

        標準塗布面積‥‥１６～１７㎡／１袋（２５kg）当たり

         eq \o\ad(標準塗布量,　　　　　　)‥‥１.５kg／㎡（セレガード･ＤＳ粉体重量）

        ・セレガード･ＤＳの塗布は、鏝、刷毛、吹付け等により行う。鏝塗りの場合を除き

          ２回塗りを基準とし、ピンホール、塗りムラなどの無いよう塗布する。

        ・目視によるピンホール、塗り残しを確認した場合は、その部分を再施工する。

        ・施工したセレガード･ＤＳがドライアウト状態の場合は、塗布層を除去し再施工する。

        ＜鏝による塗布＞

        ・鏝は左官鏝を使用し、１回塗りで規定量を塗布する。

        ・塗布面を平滑に仕上げる。

        ＜刷毛による塗布＞

        ・刷毛は左官刷毛などを使用し、２回塗りで規定量を塗布する。

        ・指触で１層目の硬化を確認した後、１層目と２層目の刷毛目が直行するように２層目を塗布する。

  （２）施工上の注意

      ①湿度が著しく高く、結露が生じている場合は換気を行う。

      ②気温が５℃以下の時は施工を中止するか、適当な保温際暖を行う。
      ③施工中及び施工後、硬化前に、降雨、降雪のおそれがある場合は施工を中止する。
      ④現場にて砂セメント等を追加混入することは絶対に避ける。

      ⑤セメント製品に特有の現象である白華（エフロ）が発生することがありますが、品質には

        異常ありません。

７．養生

    セレガード･ＤＳ防水施工後、初期硬化するためには通常３～７日程度必要だが、温度・ 

    湿度等によって硬化速度に差が生じるため、指触および目視による確認を行う。 

  （１）冬季・寒冷地の場合、施工時及び施工後の気温・室温が５℃以下になるおそれのある場合は

        施工を避けるか、もしくは温風の送風養生を行う。

  （２）高温多湿の場合は換気を行うか、除湿機などを使用し結露のないことを確認する。

  （３）セレガード･ＤＳ防水施工後急激な乾燥（ドライアウト）を起こす恐れのある場合は、施工後乾燥状態に

なった時点で散水養生を行う。

  （４）外壁の埋め戻しはセレガード･ＤＳの硬化を確認してから行う。

  （５）床部分を施工後歩行する場合には硬化の状態を十分に確認する。

８．検査

    セレガード･ＤＳ防水工事の完了後に下記項目について検査を行う。

  （１）目視により、ピンホール、剥離、亀裂、塗り残し、漏水などのないことを確認する。

  （２）材料使用料が適正であったか確認する。

  （３）その他の検査は協議による。

９．注意事項

１．使用上の注意

  （１）取扱い時は必ず保護具（保護手袋・保護眼鏡・保護マスク等）を着用する。

  （２）取扱いは換気の良い場所にて行う。

  （３）取扱い後はうがい及び手洗いを十分に行う

  （４）使用後の機具類は早めに水洗いする。

２．応急処置

  （１）目に入った場合

        直ちに多量の水で１５分以上洗眼し、医師の手当てを受ける。

  （２）皮膚に付着した場合

        直ちに水で良く洗い流し、必要に応じて医師の診断を受ける。

  （３）誤飲した場合

        多量の水を飲ませ吐かせた後、直ちに医師の診断を受ける。

３．保管上の注意

  （１）粉体は雨露のかからない湿気の少ないところに保管し、地面に直接放置しない。

  （２）粉体は購入した材料は３ヶ月以内に使い切る。

４．輸送上の注意

  （１）袋の損傷による内容物の漏れがないことを確認する。

  （２）転倒、落下、損傷が無いように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

  （３）湿気、水濡れに注意する。

５．廃棄上の注意

  （１）都道府県条例に基づき処理するか、許可を受けた産業廃棄物処理業者に処理を委託する。

６．漏出時の注意

  （１）飛散したものは掃除機で吸い取るか、スコップ、ほうき等で集め、袋に回収する。

  （２）粉体が混合した排水は中和、希釈処理などにより、河川等に直接流出しないよう対策を取る。
型　枠
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